
令和３年度訪問型家庭教育支援推進事業第１回講座 概要 １開催日時：令和３年12月３日（金）13:30~16:00
２会 場：日高川町農村環境改善センター
３日 程：⑴事例発表 ⑵講演 ⑶ワークショップ⑴事例発表

「家庭教育支援チーム立ち上げと支援開始から1 年」

九度山町教育委員会学校教育課課長補佐 東芝 美由紀 氏
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⑵講演

「地域でつなぐ家庭教育支援～今必要とされている家庭教育とは～」

湯浅町家庭教育支援チーム「とらいあんぐる」代表 上田 さとみ 氏
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⑶ワークショップ

テーマ「こんな子に育ってほしいな！！」 ～○○の立場になって答えます！～
１．こんな子供になってほしいなあ ２．でもこんなこと気になっているんです・・・
３．だから今、必要なことってこんなことかな！
＊９つのグループに分かれて、１から３について協議しました



・本町のサポートチームに取り入れ、チー
ムで話し合いながら、今後、保護者の方々
が安心して家庭教育ができるようにサポー
トしていきたいと思います。

・必要と思われる家庭とつながることの難
しさ。でも、今日の「とらいあんぐる」さ
んのお話から、相談できなくても良い。話
せればＯＫ。ここから、これから何かス
タートできるのではないかと思いました。

・家庭教育支援チームがどのように発足す
るのか、知りたかったので「きらら」のお
話はとても参考になりました。上田さんの
お話は、これからチームを作っていくにあ
たり、どのようなことに気を付けるのか、
どのようなことが大切なのかを学ぶことが
できました。

・個で対応することには限界がある。チー
ムとして取り組む体制を作る必要がある。
長期にわたる実践から得られた報告に大変
感銘を受けました。
家庭、特に悩みを抱えている（または、
悩みがあることに気づかない）母親のフォ
ローが必要だと考えている。

・子供は親の意見や考え方に左右され育っ
ていく、その為親の考え方等が間違ってい
る場合、その考え方も引き継いでいくと思
う。だから、家庭教育支援はとても大切だ
と思います。

・訪問型家庭支援とそのシステムを確立す
るためには、ＳＳＷの人物が要になってく
るようである。その人材次第で成功するか
失敗するかが決まりそうであると感じまし
た。

・教育委員会と福祉部局との連携の必要性
がよく分かった。

・訪問したい家庭（福祉の面で）があるが
きっかけがつかめないでいます。このよう
な取組があれば、前向きに取り組めると
思っています。

・教育と福祉の連携というお話が皆さんか
ら、その重要性をあげられていてやはり、
子育てには切っても切れないということだ
と実感しています。
又、何もないうちからつながっていると
いうお話を聞き、支援する側からアプロー
チしていく大事さを感じました。

・不登校解消に向けて、お力を貸していた
だきたいな。

・学校として立ち入ることの難しい家庭の
ことなどに、第三者が入っていただければ
心強い。また、学校への不満に対して、
クッションの役目をしていただければ非常
にありがたい。

・学校の取組だけでは解決しにくいことも
多く、このチームが立ち上がることを期待
しています。

・支援チームの役割や活動について知るこ
とができました。校区にも訪問いただけれ
ばいいなと思いました。

・立ち上げから、現在の取り組みまで、詳
しく聞くことができ良かったです。

・全戸訪問が必要と思った。

7

参加者の声


